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人
間
に
よ
り
近
い
Ａ
Ｉ
開
発
に
向
け
た

　
　
　
　
　

自
然
言
語
処
理
と
認
知
科
学
の
研
究

か
つ
て
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
領
域
で

は
、
人
間
を
理
解
し
、
人
間
を
模
倣
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
Ａ
Ｉ

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
分
か
れ
、
現
在

で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
言
語
を
理
解
さ

せ
る「
自
然
言
語
処
理
」と
、
人
間
の
振

る
舞
い
を
観
察
し
て
モ
デ
ル
化
す
る

「
認
知
科
学
」
の
分
野
は
か
な
り
違
っ

た
道
を
歩
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
に
お
い
て
、
内
海
彰

教
授
は
、
Ａ
Ｉ
発
展
の
観
点
か
ら
、
自

然
言
語
処
理
と
認
知
科
学
の
二
つ
の
領

域
を
行
き
来
し
な
が
ら
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、「
今
後

は
人
間
自
身
の
研
究
を
も
っ
と
Ａ
Ｉ
に

取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
将
来

は
両
分
野
は
再
び
近
づ
く
の
で
は
な
い

か
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
内
海

教
授
は
と
り
わ
け「
こ
と
ば
」
に
注
目

し
、
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て

自
然
言
語
処
理
の
研
究
を
、
科
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
言
語
認
知
科
学

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
＋
自
然
言

語
処
理

自
然
言
語
処
理
と
は
、
Ａ
Ｉ
が
こ
と

ば
を
操
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
技
術
で

あ
り
、
こ
の「
こ
と
ば
を
操
る
能
力
」は

人
間
の
知
的
な
振
る
舞
い
の
本
質
と
い

え
ま
す
。
現
在
の
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
は
、
音

声
認
識
や
画
像
処
理
に
深
層
学
習

（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
が
適
用
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
広
が
り
ま
し

た
が
、
次
に
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

対
象
に
な
る
の
が
自
然
言
語
処
理
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

一
方
で
、
音
声
認
識
や
画
像
処
理
は

信
号
と
そ
の
意
味
と
の
関
係
が「
規
則

的
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
然
言
語

処
理
で
は
、
記
号
と
意
味
と
の
関
係
が

「
恣し

い意
的
」で
あ
り
、
そ
こ
に
固
有
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
人
間
は
母
国
語
に

翻
訳
す
れ
ば
意
味
を
理
解
で
き
ま
す

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
そ
も
そ
も
母

国
語
が
な
く
、
言
葉
の
意
味
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

多
種
多
様
な
文
章
の
分
析
や
生
成

内
海
教
授
は
自
然
言
語
処
理
の
分
野

で
は
、
文
章
を
分
類
・
ク
ラ
ス
タ
リ
ン

内海  彰
Akira UTSUMI

本研究室での研究テーマ

自然言語処理
言語認知科学

ことばの工学的処理

ことばの科学的解明意味空間モデル 意味記憶・概念獲得
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創造的な文章の作
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などを用いた，人間の意味記憶，語彙・概
念獲得，記号接地を支える認知過程の解明

比喩やアイロニーの
言語理論の提案
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文章分類・クラスタリング

様々な観点からの
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内
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グ
し
た
り
、
生
成
・
要
約
し
た
り
す
る

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
分
類
で
は
、
例

え
ば
参
加
交
流
型
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）上

の
発
言
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
が
肯
定

的
か
、
あ
る
い
は
否
定
的
か
と
い
っ
た

よ
う
に
、
あ
る
観
点
か
ら
似
た
よ
う
な

文
章
を
自
動
的
に
グ
ル
ー
プ
化
し
ま

す
。
ま
た
、
文
章
生
成
で
は
、
要
約
や

見
出
し
の
作
成
を
含
む
、
記
事
の
自
動

生
成
な
ど
が
可
能
で
す
。
一
例
と
し

て
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
見
ど
こ
ろ
を

事
前
に
配
信
す
る
マ
ッ
チ
プ
レ
ビ
ュ
ー

を
自
動
で
生
成
し
ま
し
た
。
実
際
に
人

間
が
書
い
た
も
の
と
遜
色
の
な
い
記
事

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
発
言
か
ら
感

情
を
分
析
し
た
り
、
意
見
を
発
掘（
マ

イ
ニ
ン
グ
）
し
た
り
と
い
っ
た
研
究

や
、
人
間
と
雑
談
で
き
る「
会
話
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
な
ど
も
開
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
特
徴
的
な
研
究
と
し
て
、
小

説
や
物
語
な
ど
創
造
的
な
文
章
の
言
語

処
理
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

文
庫
本
の
裏
表
紙
に
あ
る
よ
う
な
小
説

の
あ
ら
す
じ
の
自
動
生
成
を
目
指
し
た

も
の
で
、
物
語
の
全
体
を
見
て
ス
ト
ー

リ
ー
の
展
開
に
関
係
す
る
重
要
な
部
分

を
抜
き
出
し
て
ま
と
め
ま
す
。
現
在
は

オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
が
数
多
く
発
表
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
紹
介
文
の
自
動
生

成
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
活
用
さ
れ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

比
喩
や
皮
肉
の
研
究

一
方
、
認
知
科
学
と
は
、
人
間
が
知

的
な
処
理（
認
知
）を
、
ど
の
よ
う
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
行
っ
て
い
る
か
を
科
学
的

に
探
求
す
る
学
問
で
す
。
言
語
を
対
象

と
す
る
認
知
科
学
を
特
に
言
語
認
知
科

学
と
呼
び
、「
自
然
言
語
処
理
の
難
し

さ
を
克
服
す
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
」

こ
と
か
ら
、
内
海
教
授
は
言
語
認
知
科

学
の
分
野
で
も
研
究
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
比
喩
や
皮
肉（
ア
イ
ロ

ニ
ー
）
と
い
っ
た
特
殊
な
言
葉
の
使
い

方
に
着
目
し
、
心
理
実
験
や
認
知
モ
デ

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
人
間
が
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
生
成
し
た
り
、
理
解
し
た
り
し

て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
研
究
で
す
。

比
喩
の
生
成
で
は
、
典
型
的
な
単
語
を

選
ぶ
こ
と
が
多
い〝
説
明
的
な
比
喩
〞に

対
し
、「〝
詩
的
な
比
喩
〞
を
作
る
際
に

は
、
典
型
性
の
低
い
単
語
も
併
せ
て
考

え
る
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
実
際
に

詩
的
な
比
喩
の
場
合
は
、
人
間
は
幅
広

い
単
語
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
実
験

的
に
示
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
比
喩
の

生
成
過
程
は
目
的
に
依
存
す
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
す
。

言
葉
の
意
味
を
数
値
化
す
る

ま
た
、
人
間
は
単
語
の
意
味
を
ど
の

よ
う
に
獲
得
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
単
語
の

意
味
の
分
散
的
な
表
現
を
学
習
し
た

り
、
解
析
し
た
り
す
る
た
め
の
意
味
空

間
モ
デ
ル
や
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
用
い
て
、
人
間
の
意
味
記
憶

や
、
語ご

い彙
・
概
念
の
獲
得
、
記
号
接
地

を
支
え
る
認
知
過
程
の
解
明
を
試
み
て

い
ま
す
。
言
葉
の
意
味
を「
数
値
化
」

し
、
機
械
学
習
の
手
法
な
ど
で
扱
え
る

よ
う
に
す
る
の
で
す
。

内
海
教
授
が
目
指
す
研
究
の
ゴ
ー
ル

は
、
人
間
の
よ
う
な
知
的
な
振
る
舞
い

を
す
る
人
工
物
の
実
現
で
あ
り
、
そ
れ

は
現
在
の
Ａ
Ｉ
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
姿
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
未
来
の
Ａ
Ｉ
の
実
現
に
向
け
て
、

「
認
知
科
学
の
知
見
が
、
こ
れ
か
ら
Ａ

Ｉ
や
自
然
言
語
処
理
の
分
野
に
ど
ん
ど

ん
生
か
さ
れ
て
い
く
」
こ
と
を
内
海
教

授
は
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

【
取
材
・
文
＝
藤
木
信
穂
】

サッカーのマッチプレビューの自動生成

0

アウェイで行われた 13 節の新潟戦は、柴崎らの 2 ゴールにより 2-0 で勝利。
リーグ戦 2 試合で連続で複数得点を挙げるなど、攻撃陣は好調。14 節は大宮
との対戦に臨む。大宮とのリーグ対戦成績は、11 勝 6 分け 3 敗で勝ち越してい
る。高いパフォーマンスを見せつけ、攻撃陣の安定した力を示すことができるか。

注目選手は、金崎だ。直前の試合では攻撃を牽引する役割を果たした。大宮戦

でも彼のプレーが勝敗を左右するだろう。

13 節の新潟戦は、前半こそシュートゼロと攻めあぐねたが、後半の 2 得点で勝
ち切った。ケガ人が多く厳しい状況は続くものの、2 試合連続の完封勝利と、1st 
ステージ制覇の原動力となった堅守を取り戻しつつあることは好材料。ただし、

流れの中からの得点がないため、14 節の大宮戦で改善が求められる。キープ
レーヤーは金崎だ。新潟戦では PKで、2 節の広島戦以来となるゴールを挙げ
た。この一撃を皮切りに不調からの完全復活を目指す。

2016年J1リーグ2ndステージ第14節「鹿島アントラーズ vs. 大宮アルディージャ」

実際に配信されたマッチプレビュー記事

自動生成されたマッチプレビュー記事

小説の紹介文の自動生成

0

比喩生成過程は目的に依存する

ターゲット（target）

プライム（prime）

7000ms

タスク（語彙判断）
Key pressed

川柳は＿＿のようだ．

なぜならば，世相を表すからだ．

新聞

新聞

+
反応時間

教示：

・説明的な比喩を生成

・詩的な比喩を生成

典型性・高： 新聞

典型性・低： 株価

無関係： 拍手

仮説：

詩的な比喩を作るときは，

典型性の低い単語も考える
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